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(54) Title: KEY SWITCH STRUCTURE

(54) 発明の名称 ：キ一スィツチ構造

(57) Abstract: The purpose oi the present invention i s to provide a key switch
structure in which there i s little decrease in the force of removal of the key top fiOm
the link mechanism, even when the keyboard i s of a thin-type. This invention i s
provided with a link mechanism (128) for detachably supporting a key top ( 110)
against a back sheet (170). The link mechanism (128) i s provided with: a first link
member (120), one end side of the first link member (120) being rotatably he d at
the obverse surface of the back plate (170), and the other end side of the first link
member (120) being slidably held at the reverse surface of the key top ( 110); and a
second link member (130) rotatably connected to the first link member (120), one
end side of the second link member (130) engaging rotatably with a rotation support
part ( 112) provided to the reverse surface of the key top ( 110) and the other end
side of the second link member (130) being slidably held at the obverse surface of
the back plate (170). A recess (13 1) i s provided to the second link member (130),
and a protrusion ( 113) i s formed on the rotation support part ( 112), the protrusion
( 113) engaging with the recess (13 1) and restricting detachment of the key top
( 110) from the second link member (130).

(57) 要約： 本発明は、キーボー ドを薄型に した場合においても
キー トップのリンク機構からの抜去力の低下が少ないキ一スィツチ
構造の提供を目的とする。キ一 トップ （1 1 0 ) をバックシー ト
( 1 7 0 ) に対 して接離可能に支持するリンク機構 （1 2 8 ) を備

え、リンク機構 （1 2 8 ) は、一端側がバックプレー ト （1 7 0 )
の表面に回動可能に保持されるとともに、他端側がキー トップ （1
1 0 ) の裏面に摺動可能に保持される第 1 リンク部材 （1 2 0 )
と、第 1 リンク部材 （1 2 0 ) と回動可能に連結されるとともに、
—端側が、キ一 トップ （1 1 0 ) の裏面に設けられた回転支持部
( 1 1 2 ) に回動可能に係合 し、他端側がバックプレー ト （1 7
0 ) の表面を摺動可能に保持される第 2 リンク部材 （1 3 0 ) と、
を備え、第 2 リンク部材 （1 3 0 ) に設けられた凹部 （1 3 1 )
と、回転支持部 （1 1 2 ) に形成され、凹部 （1 3 1 ) と係合 し
て、キ一 トップ （1 1 0 ) が第 2 リンク部材 （1 3 0 ) から外れる
のを制限する突起 （1 1 3 ) と、を有する。
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明 細 書

発明の名称 ：キースィッチ構造

技術分野
[0001 ] 本発明はキ一スィッチ構造に関し、特に、情報処理機器、測定機器、医療

機器、パーソナルコンピュータ、ワー ドプロセッサなどのキ一ボー ドに用い

られるキ一スィツチ構造に関する。

背景技術
[0002] キ一ボー ドにおいては、キ一 トップのどの部分を押下してもキ一 トップが

傾くことなく下降する所謂操作性を確保することが要求されている。そのよ

うな要求を満たすキ一スィッチ構造として、キ一 トップと、キ一 トップの下

に設けられキ一 トップを上下方向に案内するリンク機構と、を有するキ一ス

ィツチ構造が開発された （例えば特許第 4 3 4 7 3 3 号公報を参照のこと

)

[0003] 上記キ一スィッチ構造においては、枠状に形成された外側のリンク部材と

、同じく枠状に形成された内側のリンク部材と、をX 字型に組み合わせてリ

ンク機構が構成されている。そして、このリンク機構が、キ一 トップとバッ

クプレ一 卜との間に設けられている。

発明の開示

発明が解決しょうとする課題
[0004] しかしながら、キ一スィッチ構造が上記の構造とされたキーボー ドにおい

ては、キーボー ドが薄型化された場合、キーボー ドの使用時、とくにキ一押

下時にキ一 卜ップに指の爪等が引っ掛かると、キ一 卜ップがリンク機構から

外れ易いという問題があつた。

[0005] 本発明は、上記問題を解決すべく成されたもので、キ一 トップがリンク機

構から外れ難いキ一スィツチ構造の提供を目的とする。

課題を解決するための手段
[0006] 本発明のある態様は、 押 し下げられて接点を導通させるキ一 トップの裏



面 に設 け られた回転支持部 に一端側が回動可能 に係合 し、他端側がバ ックプ

レ一 卜の表面 を摺動可能 に保持 される一の リンク部材 と、前記一の リンク部

材 と回動可能 に連結 されるとともに、一端側が前記バ ックプ レー 卜の表面 に

回動可能 に保持 され、他端側が前記キー 卜ップの裏面 に摺動可能 に保持 され

る他の リンク部材 と、 を備 え、前記キ一 トップを前記バ ックプ レ一 卜に対 し

て接離可能 に支持する リンク機構 と、前記一の リンク部材 に設 け られた係合

部 と、前記回転支持部 に形成 され、前記係合部 と係合 して、前記キー トップ

が前記一の リンク部材か ら外れるのを制限する被係合部 と、 を有するキ一ス

イ ッチ構造、 を備 える。

[0007] 上記態様では、 キー トップの裏面の回転支持部 に回動可能 に係合 される一

の リンク部材 に係合部が、回転支持部 に被係合部が設 け られている。 そ して

、一の リンク部材の係合部が回転支持部の被係合部 に係合 しているため、 キ

— トップを リンク機構 に対 して持ち上 げてもキ一 トップが前記 リンク機構か

ら外れ難 い。

[0008] 上記態様 において、前記係合部が、前記一の リンク部材 に形成 され、前記

バ ックプ レ一 卜側が開口 した凹部であ り、前記被係合部が、前記回転支持部

に形成 され、前記開口か ら前記凹部 に嵌 る突起である。

[0009] 上記態様では、係合部 は、一の リンク部材 に形成 され、バ ックプ レ一 卜側

が開口 した凹部である。一方、被係合部 は、回転支持部 に設 け られ、前記凹

部 に嵌 る突起である。

[001 0] したが って、 キ一 トップを リンク機構 に対 して持ち上 げても、凹部の開口

していない側の壁 に突起が掛かるので、 キ一 卜ップが一の リンク部材か ら外

れ難 い。

[001 1] 上記態様 において、前記係合部が、前記一の リンク部材 に形成 された突起

であ り、前記被係合部が、前記回転支持部 に形成 され、前記バ ックプ レー ト

側が閉 じているとともに、前記突起が嵌 る凹部である。

[001 2] 上記態様では、係合部 は、一の リンク部材 に形成 された突起である。一方

、被係合部 は、回転支持部 に設 け られ、バ ックプ レー ト側が閉 じているとと



もに、前記突起が嵌 る凹部 である。 したが って、 キ一 トップを リンク機構 に

対 して持ち上 げても、 凹部 のバ ックプ レー ト側 の壁 に突起が掛 かるので、 キ

— トツプが一の リンク部材か ら外れ難 い。

[001 3] 上記態様 において、前記一の リンク部材の一端側 には回転 ピンが形成 され

ているとともに、前記回転支持部 は、前記回転 ピンを支承する凹陥面である

回転支持面が互 いに対向する側 の面 に形成 された一対の回転支持爪 を有 し、

前記凹部 は、前記一の リンク部材 における前記回転 ピンの近傍 に形成 され、

前記突起 は、前記回転支持爪 に形成 されている。

[0014] 上記態様 では、一の リンク部材の回転 ピンを一対の回転支持爪の間に揷入

すると、 回転支持爪が互 いに広がる方向に弾性変形 して、 回転 ピンが凹陥面

に支承 され る。 そ して、一の リンク部材 に形成 された凹部 には回転支持爪 に

形成 された突起が嵌入する。 したが って、 回転 ピンを凹陥面 に支承 され るま

で回転支持爪の間に圧入するだけで、一の リンク部材 を回転支持部 に装着 で

きる。

[001 5] 上記態様 において、前記一の リンク部材の一端側 には回転 ピンが形成 され

ているとともに、前記回転支持部 は、前記回転 ピンを支承する凹陥面である

回転支持面が互 いに対向する側 の面 に形成 された一対の回転支持爪 を有 し、

前記突起 は、前記一の リンク部材 における前記回転 ピンの近傍 に形成 され、

前記凹部 は、前記回転支持爪 に形成 されている。

[001 6] 上記態様 では、一の リンク部材の回転 ピンを一対の回転支持爪の間に揷入

すると、 回転支持爪が互 いに広がる方向に弾性変形 して、 回転 ピンが凹陥面

に支承 され る。 そ して、一の リンク部材の突起が回転支持爪の凹部 に嵌入す

る。 したが って、 回転 ピンを凹陥面 に支承 され るまで回転支持爪の間に圧入

するだけで、一の リンク部材 をキ一 トップ裏面の回転支持部 に装着 で きる。

[001 7] 上記態様 において、前記回転支持爪の前記凹陥面が形成 された側 とは反対

側 の面 に溝 が形成 されている。

[001 8] 上記態様 では、 回転支持爪 における凹陥面が形成 された側 とは反対側 の面

に溝 を形成 することによ り、 回転支持爪が薄 肉 とされている。 このため、 キ



— トップの上面の板厚が薄 くなつた場合においても、回転支持爪を形成 した

部分にヒケなどの成形不良が生 じるのを防止できる。

発明の効果

[001 9] 以上説明 したように、本発明によれば、キ一 トップがリンク機構から外れ

難いキ一スイツチ構造が提供される。

図面の簡単な説明

[0020] [ 図1]実施形態 1 に係るキ一スィッチ構造の全体的な構成を示す断面図である

[ 図2]実施形態 1 に係るキースィツチ構造の全体的な構成を示す斜め上方から

見た分解斜視図である。

[ 図3]実施形態 1 に係るキ一スィッチ構造において、第 1 リンク部材と第 2 リ

ンク部材とが組み合わされてリンク機構を構成 した状態を示す斜め上方から

見た分解斜視図である。

[ 図4]実施形態 1 に係るキ一スィツチ構造の全体的な構成を示す斜め下方から

見た分解斜視図である。

[ 図5]実施形態 1 に係るキ一スィッチ構造において第 1 リンク部材と第 2 リン

ク部材とをキ一 トツプの裏面に組み付けたところを下方から見た平面図であ

る。

[ 図6A] 実施形態 1 に係るキ一スィツチ構造が備えるキ一 卜ップの裏面におけ

る回転支持爪およびその周辺を下方から見た構成を示す平面図である。

[ 図6B]前記キ一スィツチ構造が備える第 2 リンク部材における回転 ピンおよ

びその周囲を上方から見た構成を示す平面図である。

[ 図7]実施形態 1 に係るキ一スィッチ構造において、キ一 トップを図 6 A にお

ける平面 A _ A に沿つて切断 した断面を回転支持爪に向かつて見た断面図、

及び第 2 リンク部材を図 6 B における平面 B — B に沿って切断 した断面を切

込部の底面に向かって見た断面図である。

[ 図8A] 実施形態 1 に係るキ一スィツチ構造におけるキ一 卜ップの回転支持爪

に形成された突起と、第 2 リンク部材の凹部と、の係合関係を示す拡大平面



図である。

[ 図8B] 前記係合関係 を示す拡大側面図である。

[ 図 9A] 実施形態 2 に係 るキ一スィ ツチ構造が備 えるキ一 卜ップの裏面 におけ

る回転支持爪およびその周辺 を下方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 9B] 前記キ一スィ ツチ構造が備 える第 2 リンク部材 における回転 ピンおよ

びその周囲を上方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 10 ] 実施形態 2 に係 るキ一スィ ツチ構造 において、 キ一 トップを図 9 A に

おける平面 A _ A に沿 つて切断 した断面 を回転支持爪に向か つて見た断面図

、及び第 2 リンク部材 を図 9 B における平面 B — B に沿 って切断 した断面 を

切込部の底面 に向か って見た断面図である。

[ 図 11A] 実施形態 3 に係 るキ一スィ ッチ構造が備 えるキ一 トツプの裏面 におけ

る回転支持爪およびその周辺 を下方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 11B] 前記キ一スィ ツチ構造が備 える第 2 リンク部材 における回転 ピンおよ

びその周囲を上方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 12 ] 実施形態 3 に係 るキ一スィ ッチ構造 において、 キ一 トップを図 1 1 A

における平面 A _ A に沿 つて切断 した断面 を回転支持爪に向か って見た断面

図、及び第 2 リンク部材 を図 1 1 B における平面 B — B に沿 って切断 した断

面 を切込部の底面 に向か って見た断面図である。

[ 図 13A] 実施形態 4 に係 るキ一スィ ツチ構造が備 えるキ一 トップの裏面 におけ

る回転支持爪およびその周辺 を下方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 13B] 前記キ一スィ ツチ構造が備 える第 2 リンク部材 における回転 ピンおよ

びその周囲を上方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 14] 実施形態 4 に係 るキ一スィ ッチ構造 において、 キ一 トップを図 1 3 A

における平面 A _ A に沿 つて切断 した断面 を回転支持爪に向か って見た断面

図、及び第 2 リンク部材 を図 1 3 B における平面 B — B に沿 って切断 した断

面 を切込部の底面 に向か って見た断面図である。

[ 図 15A] 実施形態 5 に係 るキ一スィ ツチ構造が備 えるキ一 トップの裏面 におけ

る回転支持爪およびその周辺 を下方か ら見た成 を示す平面図である。



[ 図 15B] 前記キ一スィ ツチ構造が備 える第 2 リンク部材 における回転 ピンおよ

びその周囲を上方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 16 ] 実施形態 5 に係 るキ一スィ ッチ構造 において、 キ一 トップを図 1 5 A

における平面 A _ A に沿 つて切断 した断面 を回転支持爪に向か って見た断面

図、及び第 2 リンク部材 を図 1 5 B における平面 B — B に沿 って切断 した断

面 を切込部の底面 に向か って見た断面図である。

[ 図 17A] 実施形態 6 に係 るキ一スィ ツチ構造が備 えるキ一 トップの裏面 におけ

る回転支持爪およびその周辺 を下方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 17B] キ一 トップを図 1 7 A における平面 C — C で切断 した断面 を回転支持

爪に向か って見た断面図である。

[ 図 17C] 前記キ一スィ ツチ構造が備 える第 2 リンク部材 における回転 ピンおよ

びその周囲を上方か ら見た構成 を示す平面図である。

[ 図 18 ] 実施形態 6 に係 るキ一スィ ッチ構造 において、 キ一 トップを図 1 7 A

における平面 A _ A に沿 つて切断 した断面 を回転支持爪に向か って見た断面

図、及び第 2 リンク部材 を図 1 7 B における平面 B — B に沿 って切断 した断

面 を切込部の底面 に向か って見た断面図である。

[ 図 19 ] 実施形態 7 に係 るキ一スィ ツチ構造の全体的な構成 を示す断面図であ

る。

[ 図20] 実施形態 7 に係 るキースィ ツチ構造の全体的な構成 を示す斜め上方か

ら見た分解斜視図である。

[ 図2 1 ] 実施形態 7 に係 るキ一スィ ッチ構造 において、第 1 リンク部材 と第 2

リンク部材 とが組み合わされて リンク機構 を構成 した状態 を示す斜め上方か

ら見た分解斜視図である。

[ 図22] 実施形態 7 に係 るキースィ ツチ構造の全体的な構成 を示す斜め下方か

ら見た分解斜視図である。

[ 図23] 実施形態 7 に係 るキ一スィ ッチ構造 において第 1 リンク部材 と第 2 リ

ンク部材 とをキ一 トツプの裏面 に組み付 けた ところを下方か ら見た平面図で

ある。



発明を実施するための最良の形態

[0021 ] . 実施形態 1

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィッチ構造の第 1 の例であるキ一ス

イッチ構造 1 0 0 について説明する。

(構成）

図 1 〜図 4 に示すように、キ一スィッチ構造 1 0 0 は、キ一 トップ 1 1 0

と、第 1 リンク部材 1 2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 とを含んで構成 される リ

ンク機構 1 2 8 と、弾性部材の一例 と してのラバ一 ドーム 1 4 0 と、 メンプ

レンシ一 卜1 6 0 と、第 1 ホルダ 1 5 0 及び第 2 ホルダ 1 5 が取 り付けら

れたバ ックプレー ト1 7 0 と、 を含んで構成 されている。 ここで、第 1 リン

ク部材 1 2 0 は本発明の他の リンク部材であ り、第 2 リンク部材 1 3 0 は本

発明の一の リンク部材である。

[0022] バ ックプレー ト1 7 0 は、金属製あるいは硬質の樹脂製など、ある程度の

硬度 と剛性 を備えた素材で形成 された板材である。 メンプレンシ一 卜1 6 0

は、スぺ一サシ一 卜1 6 0 B を挟んで配線パターンが印刷 された上部シ一 卜

1 6 O A と下部シ一 卜1 6 0 C とが貼合された構成 とされている。 さらに、

メンプレンシ一 1 6 0 は、 クプレ一 1 7 0 の表面に貼付される柔軟

な素材で形成 されている。

[0023] 図 2 〜図 4 に示すように、 メンプレンシ一 卜1 6 0 には、第 1 ホルダ 1 5

0 、第 2 ホルダ 1 5 2 の位置に合わせて穴 1 6 2 、 6 4 が形成 されている

。そ して、 メンプレンシ一 卜1 6 0 は、穴 1 6 2 、 6 4 か らそれぞれ第 1

ホルダ 1 5 0 、第 2 ホルダ 1 5 2 を突出させた状態で、 クプレ一 卜1 7

0 上 に貼付されている。

[0024] 図 1 に示すように、 メンプレンシ一 卜1 6 0 の中央には接点部 1 6 6 が設

けられている。接点部 1 6 6 は、上部シ一 卜1 6 0 A に設けられた上部接点

1 6 6 A と下部シ一 卜1 6 0 C に設けられた下部接点 1 6 6 B とか らなる。

この接点部 1 6 6 上 において、 メンプレンシ一 卜1 6 0 とキ一 トップ 1 1 0

との間にラバ一 ドーム 1 4 0 が接着剤などで固定されている。 ラバ一 ドーム



1 4 0 は、ゴム等を素材として略カップ状に形成され、上部中央に嵌合穴 1

4 2 を有 している。さらに、ラバ一 ドーム 1 4 0 の内面の中央部には、接点

押下部 1 4 4 がメンプレンシ一 卜1 6 0 に向けて突出形成されている。

[0025] キ一 トップ 1 1 0 が押下されることにより、キ一 トップ 1 1 0 は、後述す

るリンク機構 1 2 8 の作用によってメンプレンシ一 卜1 6 0 (バックプレー

卜1 7 0 ) に向けて平行を保ちながら移動する。そして、ラバ一 ドーム 1 4

0 が圧縮変形すると共に、内部に形成されている接点押下部 1 4 4 が、メン

プレンシ一 卜1 6 0 の接点部 1 6 6 が設けられた部分を押圧する。

[0026] メンプレンシ一 卜1 6 0 の接点部 1 6 6 の部分が押圧されると、上部接点

1 6 6 A と下部接点 1 6 6 B とが接触 して電気的に接続され、スィッチとし

て閉成状態となる。

[0027] キ一 トップ 1 1 0 の押下を解除すると、各構成部品は、ラバ一 ドーム 1 4

0 とメンプレンシ一 卜1 6 0 との復元力 （弾性）によって元の状態に戻る。

そして、メンプレンシ一 卜1 6 0 の接点部 1 6 6 が接触を失い、電気的接触

が絶たれるため、スィッチは開放状態となる。

[0028] 以下、第 1 リンク部材 1 2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 とリンク機構 1 2 8

とについて説明する。図 3 に示すように、第 1 リンク部材 1 2 0 と第 2 リン

ク部材 1 3 0 とは、第 1 リンク部材 1 2 0 の内側に第 2 リンク部材 1 3 0 が

嵌り込む入れ子構造となっている。そして、これら第 1 リンク部材 1 2 0 と

第 2 リンク部材 1 3 0 とで、パンタグラフ方式のリンク機構 1 2 8 が構成さ

れている。

[0029] 図 2 〜図 5 に示すように、第 1 リンク部材 1 2 0 は、 リンク機構 1 2 8 の

外側のリンク部材であって、略矩形枠状に形成された枠体 1 2 と、一対の

回転 ピン 1 2 4 と、一対の摺動ピン 1 2 2 と、一対の回転軸 1 2 6 と、を備

える。一対の回転 ピン 1 2 4 は、枠体 1 2 1 の一端側に形成され、バックプ

レ一 卜1 7 0 の第 1 ホルダ 1 5 0 に揷入されて回動可能に保持される。一対

の摺動ピン 1 2 2 は、枠体 1 2 1 の他端側に形成され、キ一 トップ 1 1 0 の

裏側 （メンプレンシ一 卜1 6 0 に対向する側）の面において水平方向、言い



換えればメンプレンシ一 卜1 6 0 の面方向に沿 ってスライ ド可能に保持され

る。一対の回転軸 1 2 6 は、枠体 1 2 の中央部か ら内側 に突出 している。

[0030] 図 2 〜図 5 に示すように、第 2 リンク部材 1 3 0 は、 リンク機構 1 2 8 の

内側の リンク部材であって、中央部 には、 ラバ一 ドーム 1 4 0 を逃げるため

の円形状の逃げ孔 1 3 6 が開口 している。 したがって、第 2 リンク部材 1 3

0 もまた、全体 と して枠体状 とされている。

[0031 ] 第 2 リンク部材 1 3 0 の一端側の端縁は、 2 箇所において逃げ孔 1 3 6 に

向かう方向、言い換えれば他端側 に向かう方向に凹陥 して互いに平行な切込

部 1 3 9 とされている。そ して、 2 つの切込部 1 3 9 の間の部分は内梯部 1

3 5 とされ、それぞれの切込部 1 3 9 の外側の部分は外梯部 1 3 3 とされて

いる。

[0032] 図 2 〜図 8 に示すように、外梯部 1 3 3 と内梯部 1 3 5 との間、言い換え

ればそれぞれの切込部 1 3 9 の互いに対向する一対の側壁面の間には、回転

ピン 1 3 4 が形成 されている。そ して、後述するように、第 2 リンク部材 1

3 0 は、回転 ピン 1 3 4 においてキ一 トップ 1 1 0 の裏面で回動可能に保持

されている。そ して、外梯部 1 3 3 の内側の面、言い換えれば切込部 1 3 9

の外側の側壁面における回転 ピン 1 3 4 と切込部 1 3 9 の底面 との間の部分

には、本発明の係合部の一例である凹部 1 3 が形成 されている。凹部 1 3

1 は、下方、換言すればメンプレンシ一 卜1 6 0 (バ ックシ一 卜1 7 0 ) に

向かって開口 しているが、上方に向かっては閉 じている。

[0033] 一方、第 2 リンク部材 1 3 0 の他端側の端縁は、 1 箇所において逃げ孔 1

3 6 に向かう方向、言い換えれば一端側 に向かう方向に凹陥 している。そ し

て、前記凹陥部の互いに対向する一対の側壁面の間には、摺動 ピン 1 3 2 が

形成 されている。摺動 ピン 1 3 2 は、ノくッ クプレ一 卜1 7 0 の第 2 ホルダ 1

5 2 に挿入されて水平方向に沿 って摺動可能に保持される。

[0034] 図 2 〜図 5 に示すように、第 2 リンク部材 1 3 0 の中央部 には、第 1 リン

ク部材 1 2 0 の回転軸 1 2 6 が嵌 り込む軸穴 1 3 8 が形成 されている。第 1

リンク部材 1 2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 とは、第 1 リンク部材 1 2 0 の回



転軸 1 2 6 が第 2 リンク部材 1 3 0 の軸穴 1 3 8 に嵌り込むことによって互

いに回動可能に支持される。

[0035] 図 1〜図 5 に示すように、キ一トップ 1 1 0 の裏側の面には、一対の回転

支持部 1 1 2 と、一対のスライド支持部 1 1 4 と、が設けられている。一対

の回転支持部 1 1 2 は、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転ピン 1 3 4 を回動可能

に支持する。一対のスライド支持部 1 1 4 は、第 1 リンク部材 1 2 0 の摺動

ピン 1 2 2 を回動可能にかつ水平方向 （キ一トップ 1 1 0 の裏側の面に沿つ

た方向）に平行移動 （摺動）可能に支持する。

[0036] 図 1〜図8 に示すように、回転支持部 1 1 2 は、それぞれ一対の回転支持

爪 1 1 1 を備える。回転支持爪 1 1 1 における回転ピン 1 3 4 の支承面には

、回転ピン 1 3 4 の外周面に合わせた曲率半径を有する円筒面状の凹陥面で

ある回転支持面 1 1 1 A が形成されている。さらに、回転ピン 1 3 4 の支承

面で回転支持面 1 1 1 A が形成された側とは反対側の面には、溝が形成され

ている。したがって、回転支持爪 1 1 1は、下方から見ると回転支持面 1 1

1 A に向かって凹陥するU字型断面、言い換えればC字型断面を有している

[0037] 図 1〜図8 に示すように、一対の回転支持爪 1 1 1のうち、スライド支持

部 1 1 4 寄りの回転支持爪 1 1 1、換言すればキー中心側の回転支持爪 1 1

1 における外側の側壁の下端部には、第 2 リンク部材 1 3 0 の凹部 1 3 と

係合する突起 1 1 3 が設けられている。突起 1 1 3 は、本発明の被係合部の

—例である。突起 1 1 3 は、上方に向かって拡大する楔状の断面を有してい

る。

[0038] したがって、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転ピン 1 3 4 を一対の回転支持爪

1 1の間に挿入して回転支持面 1 1 A で支承された状態とすると、図 5 、

図 7、図8 A、及び図8 B に示すように、回転支持爪 1 1 1の突起 1 1 3 が

第 2 リンク部材 1 3 0 の凹部 1 3 に嵌り込む。

[0039] また、図 5 および図8 A に示したように、第 2 リンク部材 1 3 0 をキ一卜

ップ 1 1 0 に組み付けた状態において、回転支持爪 1 1 1の内側の側面と第



2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1 3 5 との間、言い換えれば、回転支持爪 1 1

の内側の側面 と第 2 リンク部材 1 3 0 における切込部 1 3 9 の凹部 1 3

が形成された側 とは反対側の側壁面 との間には、隙間が形成される。

[0040] ( キ一スィツチ構造の組み立て手順）

実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 は、以下の手順に沿 って組み立てる

ことができる。先ず、第 1 リンク部材 1 2 0 の内側に第 2 リンク部材 1 3 0

を嵌め込み、第 1 リンク部材 1 2 0 の回転軸 1 2 6 を第 2 リンク部材 1 3 0

の軸穴 1 3 8 に嵌めこんで リンク機構 1 2 8 を構成する。

[0041 ] 次いで、 リンク機構 1 2 8 における第 1 リンク部材 1 2 0 の回転 ピン 1 2

4 をバ ックプレー ト1 7 0 の第 1 ホルダ 1 5 0 に嵌め込む。そ して、第 2 リ

ンク部材 1 3 0 の摺動 ピン 1 3 2 をバ ックプレー ト1 7 0 の第 2 ホルダ 1 5

に嵌め込む。

[0042] 最後に、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転 ピン 1 3 4 をキ一 トップ 1 1 0 の回

転支持部 1 1 2 に嵌め込むとともに、第 1 リンク部材 1 2 0 の摺動 ピン 1 2

2 をスライ ド支持部 1 1 4 に嵌め込む。

[0043] 回転 ピン 1 3 4 をキ一 トップ 1 1 0 の回転支持部 1 1 2 に嵌め込むと、回

転 ピン 1 3 4 は、回転支持部 1 1 2 を構成する一対の回転支持爪 1 1 1 の間

に揷入され、回転支持面 1 1 1 A で支承される。

[0044] 前述のように、一対の回転支持爪 1 1 1 のうち、一方における外側の面の

下端部には突起 1 1 3 が突設されている。 このため、回転 ピン 1 3 4 を回転

支持爪 1 1 1 の間に揷入すると、突起 1 1 3 が第 2 リンク部材 1 3 0 におけ

る外梯部 1 3 3 の内側の面、言い換えれば切込部 1 3 9 の外側の面 と干渉す

る。

[0045] しか しなが ら、図 5 および図 8 A に示すように、回転支持爪 1 1 1 の内側

の面 と第 2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1 3 5 との間には隙間がある。 これに

より、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 とキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 とは

、互いに間隔が広がる方向に変形する。さらに、キー中心側の回転支持爪は

、互いに近接する方向に、換言すれば第 2 リンク部材 1 3 0 における内梯部



3 5 に向かって弾性変形する。これにより、突起 1 1 3 が外梯部 1 3 3 の

内側の面を乗り越える。

[0046] 回転支持爪 1 1 1 の突起 1 1 3 が外梯部 1 3 3 を乗り越えると、回転支持

爪 1 1 1 は弾性変形前の位置に戻る。これにより、回転 ピン 1 3 4 が回転支

持面 1 1 1 A に嵌め込まれると同時に、突起 1 1 3 が外梯部 1 3 3 に形成さ

れた凹部 1 3 と係合する。

[0047] (作用）

図 3 に示すように、実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 においては、第

リンク部材 1 2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 とがX 字型に交差 してリンク機

構 1 2 8 を構成 している。このため、前述のように、 リンク機構 1 2 8 は、

第 1 リンク部材 1 2 0 の回転 ピン 1 2 4 と第 2 リンク部材 1 3 0 の摺動ピン

3 2 とにおいてバックプレー ト1 7 0 に保持される。さらに、 リンク機構

1 2 8 は、第 1 リンク部材 1 2 0 の摺動ピン 1 2 と第 2 リンク部材 1 3 0

の回転 ピン 1 3 4 とにおいてキ一 トップ 1 1 0 に保持される。

[0048] 通常状態 （キ一 トップ 1 1 0 を押下 していない状態）では、ラバ一 ドーム

1 4 0 は、キ一 トップ 1 1 0 を、メンプレンシ一 卜1 6 0 (バックプレー 卜

7 0 ) から離れる方向へ付勢 している。この付勢力は、第 1 リンク部材 1

2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 との交差角度が大となる方向へ作用する。

[0049] キ一 トップ 1 1 0 を押下すると、第 1 リンク部材 1 2 0 の回転 ピン 1 2 4

が、 クプレ一 卜1 7 0 の第 1 ホルダ 1 5 0 の内部で回転する。そして、

第 2 リンク部材 1 3 0 の回転 ピン 1 3 4 が、キ一 トップ 1 1 0 の回転支持部

2 の内側で回転する。さらに、第 1 リンク部材 1 2 0 の摺動ピン 1 2 2

が、キ一 トップ 1 1 0 のスライ ド支持部 1 1 4 の内側において、第 2 リンク

部材 1 3 0 の回転 ピン 1 3 4 から遠ざかる方向に向かって水平に摺動する。

同時に、第 2 リンク部材 1 3 0 の摺動ピン 1 3 2 は、 クプレ一 卜1 7 0

の第 2 ホルダ 1 5 2 の内部において、第 1 リンク部材 1 2 0 の回転 ピン 1 2

4 から遠ざかる方向に向かって水平に摺動する。

[0050] これによつて、第 1 リンク部材 1 2 0 と第 2 リンク部材 1 3 0 とは、全体



と して交差角度が小さ くなる方向に回転する。 このため、キ一 トップ 1 1 0

は、水平状態を保ちなが らメンプレンシ一 卜1 6 0 (バ ックプレー 卜1 7 0

) に向けて移動 してラバ一 ドーム 1 4 0 を圧縮変形 させる。そ して、接点押

下部 1 4 4 がメンプレンシ一 卜1 6 0 の接点部 1 6 6 を押圧 して、スィッチ

と して閉成状態 となる。

[0051 ] キ一 トップ 1 1 0 か ら手 を離すと、キ一 トップ 1 1 0 は、 リンク機構 1

8 によって平行を保ちなが ら、 ラバ一 ドーム 1 4 0 及び リンク機構 1 2 8 の

作用によってメンプレンシ一 卜1 6 0 (バ ックプレー 卜1 7 0 ) か ら離れる

方向に押下前の高さまで復帰する。そ して、接点押下部 1 4 4 は、 メンプレ

ンシ一 卜1 6 0 の接点部 1 6 6 か ら離間 して、スィツチと しては開放状態 と

なる （図 1 参照）。

[0052] —方、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転 ピン 1 3 4 がキ一 トップ 1 1 0 の回転

支持部 1 1 2 に填め込 まれた状態においては、回転支持爪 1 1 1 の突起 1 1

3 が外梯部 1 3 3 に設けられた凹部 1 3 に嵌 り込む。そ して、図 7 に示す

ように、突起 1 1 3 の上面 1 1 3 A が凹部 1 3 の天井面 1 3 1 A に相対す

る状態 となる。 したがって、 リンク機構 1 2 8 に対 してキ一 トップ 1 1 0 を

ある程度持ち上げると、突起 1 1 3 が凹部 1 3 の天井面 1 3 A に弓|っ掛

か り、キ一 トップ 1 1 0 はそれ以上持ち上が らな くなる。故 に、キーボー ド

が薄型化された場合においても、キ一 トップ 1 1 0 は リンク機構 1 2 8 、具

体的には第 2 リンク部材 1 3 0 か ら外れ難 くなる。 これにより、キ一押下時

にキ一 トップ 1 1 0 に指の爪等が引っ掛かった程度では、キ一 トップ 1 1 0

は外れな くなる。

[0053] また、図 8 A に示すように、回転支持爪 1 1 1 の外側の面 と外梯部 1 3 3

の内側の面 との間には殆 ど隙間がない。 このため、図 8 B において斜線 を付

した部分が示すように、キ一 トップ 1 1 0 が上昇するときも下降するときも

、第 2 リンク部材 1 3 0 は、回転支持爪 1 1 1 の外側の面 と外梯部 1 3 3 の

内側の面 とが接触 を保 った状態でキ一 トップ 1 1 0 の回転支持爪 1 1 1 に対

して回転する。 これにより、キ一 トップ 1 1 0 が リンク機構 1 2 8 に対 して



回転することが抑止される。

[0054] また、回転支持爪 1 1 1 は、 U字型断面とされているから薄肉であり、キ

— トップ 1 1 0 の天井の肉が薄 くなつた場合においても係止爪の部分にヒケ

などの成形不良が生 じることを抑止できる。

[0055] 2 . 実施形態 2

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第 2 の例であるキ一ス

イッチ構造 1 0 2 について説明する。

[0056] (構成）

キ一スィッチ構造 1 0 2 において、ノくッ クプレ一 卜1 7 0 、第 1 ホルダ 1

5 0 、第 2 ホルダ 1 5 2 、メンプレンシ一 卜1 6 0 、ラバ一 ドーム 1 4 0 、

第 1 リンク部材 1 2 0 の構成は、実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同

—である。また、キ一 トップ 1 1 0 におけるスライ ド支持部 1 1 4 の構成に

ついても実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同様である。

[0057] しか しながら、図 9 A 、図 9 B、および図 1 0 に示すように、第 2 リンク

部材 1 3 0 においては、凹部 1 3 1 は、外梯部 1 3 3 の内側の面における回

転 ピン 1 3 4 を挟んで切込部 1 3 9 の底面とは反対側の部分に形成されてい

る。言い換えれば、凹部 1 3 1 は、切 り込み部 1 3 9 の外側の側壁面におけ

る回転 ピン 1 3 4 よりも端部側の部分に形成されている。そして、凹部 1 3

に嵌るべき突起 1 1 3 は、キ一 トップ 1 1 0 の外壁 1 1 O A に近い側の回

転爪 1 1 1 に設けられている。言い換えれば、突起 1 1 3 は、キ一周縁側の

回転支持爪 1 1 1 における外側の側壁に設けられている。そして、突起 1 1

3 は、実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 と同様に上方に向かって広がる

楔状とされている。

[0058] キ一スィッチ構造 1 0 2 においては、第 2 リンク部材 1 3 0 は、上記の点

を除いては実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 における第 2 リンク部材 1

3 0 と同様の構成を有する。

[0059] (作用）

キ一スィッチ構造 1 0 2 の組み立て手順は実施形態 1 のキ一スィッチ構造



0 0 と同様である。 また作用についても、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転 ピ

ン 1 3 4 をキ一 トップ 1 1 0 の回転支持爪 1 1 1 の間に揷入する際に、キ一

周縁側の回転支持爪 1 1 1 が、突起 1 1 3 と外梯部 1 3 3 との相互干渉によ

つて互いに近接する方向、言い換えれば、第 2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1

3 5 に向かって弾性変形する以外は、実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0

と同様である。

[0060] 実施形態 2 のキ一スィッチ構造 1 0 2 においては、回転支持部 1 1 2 にお

けるキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 に突起 1 1 3 が設けられている。そ して

、凹部 1 3 1 は、第 2 リンク部材 1 3 0 の外梯部 1 3 3 の内側の面に設けら

れている。 したがって、キ一スィッチ構造 1 0 2 は、キ一中心側の回転支持

爪 1 1 1 に突起 1 1 3 が設けられた実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 と

比較 して、キ一 トップ 1 1 0 を爪で持ち上げたときの上下方向のがたが、 よ

り少ないという特徴 を有する。

[0061 ] 3 . 実施形態 3

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第 3 の例であるキ一ス

イッチ構造 1 0 4 について説明する。

[0062] (構成）

キ一スィッチ構造 1 0 4 において、ノくッ クプレ一 卜1 7 0 、第 1 ホルダ 1

5 0 、第 2 ホルダ 1 5 2 、 メンプレンシ一 卜1 6 0 、 ラバ一 ドーム 1 4 0 、

第 1 リンク部材 1 2 0 の構成は、実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同

—である。 また、キ一 トップ 1 1 0 におけるスライ ド支持部 1 1 4 の構成 に

ついても実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同様である。

[0063] しか しなが ら、図 1 1 A 、図 1 1 B 、 および図 1 2 に示すように、第 2 リ

ンク部材 1 3 0 においては、凹部 1 3 1 は、内梯部 1 3 5 の側面における回

転 ピン 1 3 4 と切込面 1 3 9 の底面 との間の部分に形成 されている。言い換

えれば、凹部 1 3 1 は、切込部 1 3 9 の内側の側壁面における回転 ピン 1 3

4 と切込面 1 3 9 の底面 との間の部分に形成 されている。そ して、凹部 1 3

と係合すべ き突起 1 1 3 は、キ一 トップ 1 1 0 におけるキ一中心側の回転



支持爪 1 1 1 の内側の面に設けられている。突起 1 1 3 は、実施形態 1 のキ

—スィツチ構造 1 0 0 と同様に上方に向かって広がる楔状とされている。

[0064] なお、第 2 リンク部材 1 3 0 をキ一 トップ 1 1 0 に組み付けた状態におい

ては、回転支持爪 1 1 1 における外側の側面と、第 2 リンク部材 1 3 0 の外

梯部 1 3 3 の内側の面、言い換えれば切込部 1 3 9 の凹部 1 3 を形成 した

側とは反対側、即ち外側の側壁面と、の間には、隙間が形成される。

[0065] キ一スィッチ構造 1 0 4 において、第 2 リンク部材 1 3 0 は、上記の点を

除いて、実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 における第 2 リンク部材 1 3

0 と同様の構成を有する。

[0066] (作用）

キ一スィッチ構造 1 0 4 の組み立て手順は、実施形態 1 のキ一スィッチ構

造 1 0 0 と同様である。また作用についても、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転

ピン 1 3 4 をキ一 トップ 1 1 0 の回転支持爪 1 1 1 の間に揷入する際に、キ

—中心側の回転支持爪 1 1 1 が、突起 1 1 3 と内梯部 1 3 5 との相互干渉に

よって第 2 リンク部材 1 3 0 における外梯部 1 3 3 に向かう方向に弾性変形

する以外は、実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 と同様である。

[0067] 実施形態 3 のキ一スィッチ構造 1 0 4 においては、回転支持部 1 1 2 にお

けるキ一中心側の回転支持爪 1 1 1 の内側の面に突起 1 1 3 が設けられてい

る。また、凹部 1 3 1 は、第 2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1 3 5 の側面に設

けられている。そして、内梯部 1 3 5 は外梯部 1 3 3 と比較 して変形 しにく

し、。 したがって、実施形態 3 のキ一スィッチ構造 1 0 4 は、キ一中心側の回

転支持爪 1 1 1 の外側の側面に突起 1 1 3 が設けられた実施形態 1 のキ一ス

ィッチ構造 1 0 0 と比較 して、キ一 トップ 1 1 0 が、 リンク機構 1 2 8 から

外れ難い。

[0068] 4 . 実施形態 4

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第4 の例であるキ一ス

イッチ構造 1 0 6 について説明する。

[0069] 図 1 3 A 、図 1 3 B、および図 1 4 に示すように、キ一スィッチ構造 1 0



6 においては、凹咅 1 3 1 は、第 2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1 3 5 の側面

における回転 ピン 1 3 4 に対 して切込部 1 3 9 の底面とは反対側の部分に形

成されている。そ して、凹部 1 3 1 と係合すべき突起 1 1 3 は、キ一 トップ

0 におけるキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 の内側の面に設けられている

。以上の構成を除いて、キ一スィッチ構造 1 0 6 は、実施形態 3 のキ一スィ

ツチ構造 1 0 4 と同様の構成を有する。

[0070] 実施形態 4 のキ一スィッチ構造 1 0 6 においては、回転支持部 1 1 2 にお

けるキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 に突起 1 1 3 が設けられている。そ して

、凹部 1 3 1 は、第 2 リンク部材 1 3 0 の内梯部 1 3 5 の側面、言い換えれ

ば切込部 1 3 9 の内側の側壁面に設けられている。 したがって、キ一スイツ

チ構造 1 0 6 は、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 に突起 1 1 3 が設けられた

実施形態 3 のキ一スィッチ構造 1 0 4 と比較 して、キ一 トップ 1 1 0 を爪で

持ち上げたときの上下方向のがたが、より少ないという特徴を有する。

[0071 ] 5 . 実施形態 5

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第 5 の例であるキ一ス

イッチ構造 1 0 8 について説明する。

[0072] 図 1 5 A 、図 1 5 B、および図 1 6 に示すように、キ一スィッチ構造 1 0

8 は、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 の外側の側面だけではなく、キ一周縁

側の回転支持爪 1 1 1 の内側の側面にも突起 1 1 3 を突設 した構成とされて

いる。

[0073] したがって、第 2 リンク部材 1 3 0 においては、外梯部 1 3 3 の内側の面

における回転 ピン 1 3 4 と切込部 1 3 9 の底部との間のみならず、内梯部 1

3 5 の側面における回転 ピン 1 3 4 を挟んで切込部 1 3 9 の底面とは反対側

の部分にも凹部 1 3 が形成されている。

[0074] なお、図 1 5 B に示すように、切込部 1 3 9 の外側の側壁面において、凹

部 1 3 1 が設けられた部分は、回転 ピン 1 3 4 を境として凹部 1 3 が設け

られていない部分に対 して、内側に向かって、言い換えれば内梯部 1 3 5 に

向かって突出 している。そ して、外側の側壁部における凹部 1 3 1 が設けら



れた部分と凹部 1 3 が設けられていない部分との間には、段差が形成され

ている。

[0075] —方、切込部 1 3 9 の内側の側壁面において、凹部 1 3 1 が設けられた部

分は、回転 ピン 1 3 4 を境として凹部が設けられていない部分に対 して外側

に向かって、言い換えれば外梯部 1 3 3 に向かって突出している。そして、

外側の側壁面と同様に、内側の側壁部における凹部 1 3 が設けられた部分

と凹部 1 3 が設けられていない部分との間には、段差が形成されている。

[0076] したがって、切込部 1 3 9 を上方から見ると、第 2 リンク部材は、外梯部

1 3 3 に向かって広がるクランク状とされている。そして、第 2 リンク部材

1 3 0 をキ一 トップ 1 1 0 に組み付けた状態においては、キ一中心側の回転

支持爪 1 1 1 およびキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 の突起 1 1 3 が設けられ

た側とは反対側の面と、切込部 1 3 9 における凹部 1 3 が設けられていな

い側の側壁面との間に隙間が形成される。これにより、回転 ピン 1 3 4 を回

転支持部 1 1 2 に嵌め込む際に、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 およびキ一

周縁側の回転支持爪 1 1 1 の何れも、突起 1 1 3 が第 2 リンク部材 1 3 0 と

干渉すると、前記隙間に逃げる方向に弾性変形する。

[0077] 以上の構成を除いて、キ一スィッチ構造 1 0 8 は、実施形態 1 のキ一スィ

ツチ構造 1 0 0 と同様の構成を有する。

[0078] 実施形態 5 のキ一スィツチ構造 1 0 8 においては、回転支持部 1 1 2 にお

けるキ一周縁側およびキ一中心側の回転支持爪 1 1 1 の何れにも突起 1 1 3

が設けられている。そして、第 2 リンク部材 1 3 0 の外梯部 1 3 3 の内側の

面および内梯部 1 3 5 の側面の何れにも凹部 1 3 が設けられている。 した

がって、キ一スィッチ構造 1 0 8 は、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 および

キー周縁側の回転支持爪 1 1 1 の何れか一方に突起 1 1 3 が設けられた形態

のキ一スィッチ構造と比較 して、キ一 トップ 1 1 0 が リンク機構 1 2 8 から

更に外れ難いという特徴を有する。

[0079] 6 . 実施形態 6

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第 6 の例であるキ一ス



イッチ構造 1 0 9 について説明する。

[0080] (構成）

キ一スィッチ構造 1 0 9 において、ノくッ クプレ一 卜1 7 0 、第 1 ホルダ 1

5 0 、第 2 ホルダ 1 5 2 、 メンプレンシ一 卜1 6 0 、 ラバ一 ドーム 1 4 0 、

第 1 リンク部材 1 2 0 の構成は、実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同

—である。 また、キ一 トップ 1 1 0 におけるスライ ド支持部 1 1 4 の構成に

ついても実施形態 1 のキ一スィツチ構造 1 0 0 と同様である。

[0081 ] しか しなが ら、図 1 7 A 、図 1 7 B 、および図 1 8 に示すように、キ一ス

イッチ構造 1 0 9 においては、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 の外側の側面

に被係合部の一例 としての凹部 1 1 5 が形成されている。 したがって、キ一

中心側の回転支持爪 1 1 1 の厚さ d は、キ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 の

厚さ d 2 よりも凹部 1 1 5 の深さの分だけ大きい。 また、凹部 1 1 5 は、ス

ライ ド支持部 1 1 4 に向かう方向、換言すればキ一中心側に向かって開いて

いるが、バ ックプレー ト1 7 0 に向かう方向、即ち下方には閉 じた形態 とさ

れている。

[0082] —方、第 2 リンク部材 1 3 0 において、外梯部 1 3 3 の内側の面、言い換

えれば切込部 1 3 9 における外側の側壁面の回転 ピン 1 3 4 を挟んで切込部

1 3 9 の底面 とは反対側の部分には、回転支持爪 1 1 1 の凹部 1 1 5 に係合

する係合部の一例 としての突起 1 3 7 が形成されている。図 1 8 に示すよう

に、突起 1 3 7 は、下方に向かって広がる楔状 とされている。

[0083] キ一スィッチ構造 1 0 9 において、第 2 リンク部材 1 3 0 は、上記の点を

除いて、実施形態 1 のキ一スィッチ構造 1 0 0 における第 2 リンク部材 1 3

0 と同様の構成を有する （図 1 7 C 参照）。

[0084] (作用）

キ一スィッチ構造 1 0 9 の組み立て手順は実施形態 1 のキ一スィッチ構造

0 0 と同様である。但 し、第 2 リンク部材 1 3 0 の回転 ピン 1 3 4 をキ一

トップ 1 1 0 の回転支持爪 1 1 1 の間に揷入する際に、外梯部 1 3 3 の突起

1 3 7 とキ一中心側の回転支持爪 1 1 1 との相互干渉によって、キ一中心側



の回転支持爪 1 1 1 が、互いに近接する方向、換言すれば内梯部 1 3 5 に向

かって変形するとともに、外梯部 1 3 3 が外側に弾性変形する。

[0085] また、前述のように、凹部 1 1 5 は、下方に閉じた形態とされ、突起 1 3

7 は下方に向かって広がる楔状である。このため、第 2 リンク部材 1 3 0 の

回転ピン 1 3 4 がキ一 トップ 1 1 0 の回転支持面 1 1 1 A で支承された状態

においては、突起 1 3 7 が回転支持爪 1 1 1 の凹部 1 1 5 と係合する。そし

て、図 1 8 に示す突起 1 3 7 の底面 1 3 7 A が、凹部 1 1 5 の底面 1 1 5 A

に相対する状態となる。 したがって、 リンク機構 1 2 8 に対 してキ一 トップ

1 0 をある程度持ち上げると、突起 1 3 7 が凹部 1 1 5 の底面 1 1 5 A に

弓Iつ掛かり、それ以上持ち上がらなくなる。

[0086] また、凹部 1 1 5 が設けられているキ一中心側の回転支持爪 1 1 1 の厚さ

は、実施形態 1のキ一スィッチ構造 1 0 0 におけるキ一中心側の回転支

持爪 1 1 1 の厚さd 2 よりも大きいから、互いに近接する方向に弾性変形 し

にくし、。 したがって、突起 1 3 7 を凹部 1 1 5 から脱出させるのに必要な抜

去力は、キ一中心側の回転支持爪 1 1 1 とキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1 と

の厚さをd 2 としたキ一スィッチ構造において、突起 1 1 3 を凹部 1 3 1 か

ら脱出させるのに必要な抜去力よりも大きい。このため、実施形態 6 のキ一

スィッチ構造は、キ一中心側の回転支持爪とキ一周縁側の回転支持爪 1 1 1

との厚さをd 2 としたキ一スィッチ構造と比較 して、キ一 トップ 1 1 0 がリ

ンク機構 1 2 8 から更に外れ難い。

[0087] 7 . 実施形態 7

以下、図面を参照 して本発明のキ一スィツチ構造の第 7 の例であるキ一ス

ィツチ構造 2 0 0 について説明する。

(構成）

図 1 9 〜図 2 2 に示すように、キ一スィッチ構造 2 0 0 は、キ一 トップ2

1 0 と、第 1 リンク部材 2 2 0 と第 2 リンク部材 2 3 0 とを含んで構成され

るリンク機構 2 2 8 と、弾性部材としてのラバ一 ドーム2 4 0 と、メンプレ

ンシ一 卜2 6 0 と、第 1 ホルダ2 5 0 及び第 2 ホルダ2 5 が取り付けられ



たバ ックプ レー ト2 7 0 と、 を含 んで構成 され て い る。 ここで、 第 1 リンク

部 材 2 2 0 お よび第 2 リンク部 材 2 3 0 は、 本発 明の一 の リンク部 材 ぉ よび

他 の リンク部 材 に相 当す る。

[0088] バ ックプ レー ト2 7 0 は、 金属製 あ るいは硬 質 の樹 脂製 な ど、 あ る程度 の

硬度 と剛性 を備 えた素材 で形成 され た板 材 であ る。 また、 メ ンプ レンシ一 卜

2 6 0 は、 図示 しな いスぺ 一サ シ一 卜を挟 んで配線 パ ター ンが印刷 され た 2

枚 の シ一 卜、即 ち図示 しな い上部 シ一 卜と下部 シ一 卜とが貼 合 され た構成 と

され て お り、 バ ックプ レー ト2 7 0 の表 面 に貼 付 され る柔軟 な素材 で形成 さ

れ て い る。

[0089] 図 2 0 〜図 2 2 に示 す よ うに、 メ ンプ レンシ一 卜2 6 0 は、 穴 2 6 2 、 2

6 4 か らそれ ぞれ第 1 ホル ダ 2 5 0 、 第 2 ホル ダ 2 5 2 が突 出す るよ うに、

バ ックプ レー ト2 7 0 上 に貼 付 され て い る。 穴 2 6 2 、 2 6 4 は、 第 1 ホル

ダ 2 5 0 、 第 2 ホル ダ 2 5 2 の位 置 に合 わせ て メ ンプ レンシ一 卜2 6 0 に形

成 され て い る。

[0090] 図 1 9 に示 す よ うに、 メ ンプ レンシ一 卜2 6 0 の 中央 には接 点部 2 6 6 が

設 け られ て い る。 この接 点部 2 6 6 上 において、 キ一 トップ 2 1 0 との間 に

は、 ラバ 一 ドーム 2 4 0 が接着剤 な どで固定 され て い る。 ラバ 一 ドーム 2 4

0 は、 ゴム等 を素材 と して略 カ ップ状 に形成 され、 上部 中央 に嵌合 穴 2 4 2

を有 して い る。 また、 ラバ 一 ドーム 2 4 0 の 内面 の 中央部 には、接 点押 下部

4 4 が メ ンプ レンシ一 卜2 6 0 に向 けて突 出形成 され て い る。

[0091 ] 以 下、 第 1 リンク部 材 2 2 0 と第 2 リンク部 材 2 3 0 と リンク機 構 2 2 8

とにつ いて説 明す る。 図 2 1 に示 す よ うに、 第 1 リンク部 材 2 2 0 と第 2 リ

ンク部 材 2 3 0 とは、 第 1 リンク部 材 2 2 0 の 内側 に第 2 リンク部 材 2 3 0

が嵌 り込 む入れ子構 造 とな って い る。 そ して、 これ ら第 1 リンク部 材 2 2 0

と第 2 リンク部 材 2 3 0 とでパ ンタ グラ フ方 式 の リンク機 構 2 2 8 が構成 さ

れ て い る。

[0092] 図 2 0 〜図 2 3 に示 す よ うに、 第 1 リンク部 材 2 2 0 は、 リンク機 構 2 2

8 の外側 の リンク部 材 であ る。 そ して、 第 1 リンク部 材 2 2 0 は、 略矩形枠



状 に形成 された枠体 2 2 1 と、枠体 2 2 1 の一端側 に形成 された一対の回転

ピン 2 2 4 と、枠体 2 2 1 の他端側 に形成 された一対の摺動 ピン 2 2 2 と、

枠体 2 の中央部か ら内側 に突出 した一対の回転軸 2 2 6 と、 を備 える。

—対の回転 ピン 2 2 4 は、 キ一 トップ 2 0 の裏面 （メンプ レンシ一 卜2 6

0 、言いかえればバ ックシ一 卜2 7 0 に対向する側の面）に回動可能 に保持

される。一対の摺動 ピン 2 2 2 は、バ ックプ レー ト2 7 0 の摺動支持部 2 5

において水平方向、言い換 えればメンプ レンプ レー 卜2 6 0 の面方向に沿

つてスライ ド可能 に保持 される。

[0093] 第 1 リンク部材 2 2 0 の枠体 2 の外側の面 における回転 ピン 2 2 4 の

近傍 には、バ ックプ レー ト2 7 0 に向か う方向、言い換 えれば下方 に向か つ

て開口 した凹部 2 2 7 が形成 されている。

[0094] 図 2 0 〜図 2 3 に示すように、第 2 リンク部材 2 3 0 は、 リンク機構 2 2

8 の内側の リンク部材である。 そ して、第 2 リンク部材 2 3 0 の中央部 には

、 ラバ一 ドーム 2 4 0 を逃 げるための円形状の逃 げ孔 2 3 6 が開口 している

。 したが って、第 2 リンク部材 2 3 0 もまた、全体 と して枠体状 とされてい

る。

[0095] 第 2 リンク部材 2 3 0 の一端側の端縁 は、 2 箇所 において逃 げ孔 2 3 6 に

向か う方向、言い換 えれば他端側 に向か う方向に凹陥 して互いに平行な切込

部 2 3 9 とされている。 そ して、 2 つの切込部 2 3 9 の間の部分は内梯部 2

3 5 とされ、 それぞれの切込部 2 3 9 の外側の部分は外梯部 2 3 3 とされて

いる。 したが って、外梯部 2 3 3 は、 2 箇所、 内梯部 2 3 5 は 1箇所形成 さ

れている。

[0096] 外梯部 2 3 3 と内梯部 2 3 5 との間には、 それぞれ回転 ピン 2 3 4 が形成

されている。後述するように、第 2 リンク部材 2 3 0 は、回転 ピン 2 3 4 に

おいてバ ックプ レー 卜2 7 0 の第 1 ホル ダ 2 5 0 に回動可能 に保持 される。

[0097] 一方、第 2 リンク部材 2 3 0 の他端側の端縁 は、 1箇所 において逃 げ孔 2

3 6 に向か う方向、言い換 えれば一端側 に向か う方向に凹陥 している。 そ し

て、前記凹陥部の互いに対向する一対の側壁面の間には、摺動 ピン 2 3 2 が



形成されている。摺動ピン2 3 2 は、後述するように、キ一 トップ2 1 0 の

裏面において水平方向に沿つて摺動可能に保持される。

[0098] 図 2 0 〜図 2 3 に示すように、第 2 リンク部材 2 3 0 の中央部には、第 1

リンク部材 2 2 0 の回転軸 2 2 6 が嵌り込む軸穴 2 3 8 が形成されている。

第 1 リンク部材 2 2 0 と第 2 リンク部材 2 3 0 とは、第 1 リンク部材 2 2 0

の回転軸 2 2 6 が第 2 リンク部材 2 3 0 の軸穴 2 3 8 に嵌り込むことによつ

て互いに回動可能に支持される。

[0099] 図 1 9 〜図 2 3 に示すように、キ一 トップ2 1 0 の裏側の面には、一対の

回転支持部 2 1 2 と、一対のスライ ド支持部 2 4 とが設けられている。一

対の回転支持部 2 1 2 は、第 1 リンク部材 2 3 0 の回転 ピン2 2 4 を回動可

能に支持する。一対のスライ ド支持部 2 4 は、第 2 リンク部材 2 3 0 の摺

動ピン2 3 2 を回動可能にかつ水平方向 （キ一 卜ップ2 0 の裏側の面に沿

つた方向）に平行移動 （摺動）可能に支持する。

[01 00] 図 1 9 〜図 2 3 に示すように、回転支持部 2 1 2 は、それぞれ一対の回転

支持爪 2 を備える。回転支持爪 2 の互いに対応する側の面には、回

転 ピン2 2 4 の外周面に合わせた曲率半径を有する円筒面状の凹陥面である

回転支持面 2 1 1 A が形成されている。そして、回転 ピン2 2 4 は、回転支

持面 2 A において支承される。また、回転支持爪 2 における回転支

持面 2 1 A が形成された側と反対側の面には、溝が形成されている。この

ため、回転支持爪 2 は、下方から見て回転支持面 2 A に向かって凹

陥するU字型断面、言い換えればC字型断面とされている。

[01 0 1 ] —対の回転支持爪 2 1 のうち、キ一周縁側の回転支持爪 2 1 における

内側の側壁の下端部には、第 1 リンク部材 2 2 0 の凹部 2 2 7 と係合する突

起 2 3 が設けられている。突起 2 3 は、上方に向かって拡大する楔状の

断面を有 している。

[01 02] したがって、第 1 リンク部材 2 2 0 の回転 ピン2 2 4 を回転支持爪 1 1 1

の間に挿入すると、回転支持爪 2 1 1 の突起 2 1 3 が第 1 リンク部材 2 2 0

の凹部 2 2 7 に嵌り込む。



[01 03] ( キ一スィ ツチ構造の組み立て手順）

[01 04] 実施形態 7 のキ一スィ ッチ構造 2 0 0 は、実施形態 1 のキ一スィ ッチ構造

0 0 と同様の手順 に沿 って組み立てることがで きる。先ず、第 1 リンク部

材 2 2 0 の内側 に第 2 リンク部材 2 3 0 を嵌め込み、第 1 リンク部材 2 2 0

の回転軸 2 2 6 を第 2 リンク部材 2 3 0 の軸穴 2 3 8 に嵌め こんで リンク機

構 2 2 8 を構成する。

[01 05] 次 いで、 リンク機構 2 2 8 における第 2 リンク部材 2 3 0 の回転 ピン 2 3

4 をバ ックプ レー ト2 7 0 の第 1 ホル ダ 2 5 0 に嵌め込む。 そ して、第 1 リ

ンク部材 2 2 0 の摺動 ピン 2 2 2 をバ ックプ レー 卜2 7 0 の第 2 ホル ダ 2 5

に嵌め込む。

[01 06] 最後 に、第 1 リンク部材 2 2 0 の回転 ピン 2 2 4 をキ一 トップ 2 1 0 の回

転支持部 2 1 2 に嵌め込む とともに、第 2 リンク部材 2 3 0 の摺動 ピン 2 3

2 をスライ ド支持部 2 4 に嵌め込む。

[01 07] 回転 ピン 2 2 4 をキ一 トップ 2 0 の回転支持部 2 2 に嵌め込む と、回

転 ピン 2 2 4 は、回転支持部 2 2 を構成する一対の回転支持爪 2 の間

に揷入され、回転支持面 2 A の間に嵌め込 まれる。 ここで、前述のよう

に、一対の回転支持爪 2 1 の うち、 キ一周縁側の回転支持爪 2 におけ

る内側の面の下端部 には突起 2 1 3 が突設 されているか ら、回転 ピン 2 2 4

を回転支持爪 2 1 1 の間に挿入すると、突起 2 1 3 が第 1 リンク部材 2 2 0

における枠体 2 1 1 の外側の面 と干渉する。 そ して、 キ一中心側の回転支持

爪 2 1 1 とキー周縁側の回転支持爪 2 は互いに間隔が広がる方向に弾性

変形するとともに、 キ一周縁側の回転支持爪 2 1 1 は互いに離間する方向に

、換言すれば第 1 リンク部材 2 2 0 か ら遠 ざかる方向に弾性変形する。 これ

によ り、突起 2 1 3 が枠体 2 の外側の面 を乗 り越 える。

[01 08] 回転支持爪 2 の突起 2 3 が枠体 2 の外側の面 を乗 り越 えると、

回転支持爪 2 1 1 は弾性変形前の位置 に戻る。 これによ り、回転 ピン 2 2 4

が回転支持面 2 A で支承 されるとともに、突起 2 3 が凹部 2 2 7 に係

合 される。



[01 09] (作用）

図 2 1 に示すように、実施形態 7 のキ一スィ ッチ構造 2 0 0 では、第 1 リ

ンク部材 2 2 0 と第 2 リンク部材 2 3 0 とが X 字型 に交差 して リンク機構 2

2 8 を構成 している。 このため、 リンク機構 2 2 8 は、第 1 リンク部材 2 2

0 の摺動 ピン 2 2 と第 2 リンク部材 2 3 0 の回転 ピン 2 3 4 とにおいてバ

ックプ レ一 卜 1 7 0 に保持 されるとともに、第 1 リンク部材 2 2 0 の回転 ピ

ン 2 2 4 と第 2 リンク部材 2 3 0 の摺動 ピン 2 3 2 とにおいてキ一 トップ 2

1 0 に保持 される。

[01 10] 通常状態 （キ一 トップ 2 0 を押下 していない状態）では、 ラバ一 ドーム

2 4 0 は、 キ一 トップ 2 1 0 を、 メンプ レンシ一 卜2 6 0 か ら離れる方向へ

付勢 している。 この付勢力は、第 1 リンク部材 2 2 0 と第 2 リンク部材 2 3

0 との交差角度が大 となる方向へ作用する。

[01 11] キ一 トップ 2 1 0 を押下すると、第 1 リンク部材 2 2 0 の摺動 ピン 2 2 2

が、 クプ レ一 卜2 7 0 の摺動支持部 2 5 2 の内部で第 2 リンク部材 2 3

0 の回転 ピン 2 3 4 か ら遠 ざかる方向に摺動する。 また、第 2 リンク部材 2

3 0 の摺動 ピン 2 3 2 が、 キ一 トップ 2 1 0 の摺動支持部 2 4 の内側で第

リンク部材 2 2 0 の回転 ピン 2 2 4 か ら遠 ざかる方向に摺動する。同時に

、第 1 リンク部材 2 2 0 の回転 ピン 2 2 4 が、 キ一 トップ 2 1 0 の回転支持

部 2 1 2 の内側 において回転する。 また、第 2 リンク部材 2 3 0 の回転 ピン

2 3 4 が、 クプ レ一 卜2 7 0 の第 1 ホル ダ 2 5 0 の内部 において回転す

る。

[01 12] これによつて、第 1 リンク部材 2 2 0 と第 2 リンク部材 2 3 0 とは、全体

と して交差角度が小さ くなる方向に回転する。 このため、 キ一 トップ 2 1 0

は、水平状態 を保ちなが らメンプ レンシ一 卜2 6 0 (バ ックプ レー ト2 7 0

) に向けて移動 してラバ一 ドーム 2 4 0 を圧縮変形 させる。 そ して、接点押

下部 2 4 4 がメンプ レンシ一 卜2 6 0 の接点部 2 6 6 を押圧 してスィ ツチ と

して閉成状態 となる。

[01 13] キ一 トップ 2 1 0 か ら手 を離す と、 キ一 トップ 2 1 0 は、 リンク機構 2 2



8 によって平行 を保ちなが ら、 ラバ一 ドーム 2 4 0 及び リンク機構 2 2 8 の

作用によって、 メンプ レンシ一 卜2 6 0 (バ ックプ レー ト2 7 0 ) か ら離れ

る方向に押下前の高さまで復帰する。 そ して、接点押下部 2 4 4 は、 メンプ

レンシ一 卜2 6 0 の接点部 2 6 6 か ら離間 してスィ ツチ と しては開放状態 と

なる （図 1 9 参照）。

[01 14] —方、第 1 リンク部材 2 2 0 の回転 ピン 2 2 4 がキ一 トップ 2 1 0 の回転

支持部 2 2 に填め込 まれた状態 においては、回転支持爪 2 の突起 2

3 が第 1 リンク部材 2 2 0 の凹部 2 2 7 と係合する。 そ して、突起 2 1 3 の

上面が凹部 2 2 7 の天井面 に相対する状態 となる。 このため、 リンク機構 2

2 8 に対 してキ一 トップ 2 0 をある程度持ち上 げると、突起 2 3 が凹部

2 3 7 の天井面 に引 っ掛か り、 それ以上持ち上が らな くなる。 したが って、

キ一ボー ドが薄型化 された場合 においても、 キ一 トップ 2 1 0 が リンク機構

2 2 8 か ら外れ難 くなる。 これによ り、 キ一押下時にキ一 トップ 2 1 0 に指

の爪等が引 っ掛か った程度ではキ一 トップ 2 0 は外れな くなる。

[01 15] 図 2 0 〜図 2 3 に示すように、回転支持爪 2 1 1 は U字型断面 とされ、薄

肉とされている。 このため、 キ一 トップ 2 1 0 の天井の肉が薄 くな つた場合

においても係止爪の部分 に ヒケな どの成形不良が生 じることを抑止で きる。



請求の範囲

押 し下げ られて接点を導通 させるキ一 卜ップの裏面 に設 け られた回

転支持部 に一端側が回動可能 に係合 し、他端側がバ ックプ レー 卜の表

面 を摺動可能 に保持 される一の リンク部材 と、前記一の リンク部材 と

回動可能 に連結 されるとともに、一端側が前記バ ックプ レ一 卜の表面

に回動可能 に保持 され、他端側が前記キー 卜ップの裏面 に摺動可能 に

保持 される他の リンク部材 と、 を備 え、前記キ一 トップを前記バ ック

プ レ一 卜に対 して接離可能 に支持する リンク機構 と、

前記一の リンク部材 に設 け られた係合部 と、

前記回転支持部 に形成 され、前記係合部 と係合 して、前記キー トツ

プが前記一の リンク部材か ら外れるのを制限する被係合部 と、

を有するキ一スィ ツチ構造。

前記係合部 は、前記一の リンク部材 に形成 され、前記バ ックプ レー

卜側が開口 した凹部であ り、

前記被係合部 は、前記回転支持部 に形成 され、前記開口か ら前記凹

部 に嵌 る突起である請求項 1 に記載のキ一スィ ツチ構造。

前記係合部 は、前記一の リンク部材 に形成 された突起であ り、

前記被係合部 は、前記回転支持部 に形成 され、前記バ ックプ レー ト

側が閉 じているとともに、前記突起が嵌 る凹部である請求項 1 に記載

のキ一スィ ツチ構造。

前記一の リンク部材の一端側 には回転 ピンが形成 されているととも

に、

前記回転支持部 は、前記回転 ピンを支承する凹陥面である回転支持

面が互いに対向する側の面 に形成 された一対の回転支持爪を有 し、

前記凹部 は、前記一の リンク部材 における前記回転 ピンの近傍 に形

成 され、

前記突起は、前記回転支持爪に形成 されている

請求項 2 に記載のキ一スィ ツチ構造。



前記一の リンク部材の一端側 には回転 ピンが形成 されているととも

に、

前記回転支持部 は、前記回転 ピンを支承する凹陥面である回転支持

面が互いに対向する側の面 に形成 された一対の回転支持爪を有 し、

前記突起は、前記一の リンク部材 における前記回転 ピンの近傍 に形

成 され、

前記凹部 は、前記回転支持爪に形成 されている

請求項 3 に記載のキ一スィ ツチ構造。

前記回転支持爪の前記凹陥面が形成 された側 とは反対側の面 に溝が

形成 されている請求項 4 または 5 に記載のキ一スイ ツチ構造。
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